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要 約

超高能力牛群造成高度利用システム化事業は 2012 年で開始から 20 年が経過し、県下酪

農家では 509 頭の泌乳成績が得られるまでに至っている。そこで、各酪農家で生産された

超高能力牛産子（以下、エリート）および同居牛を対象に牛群検定成績から 305 日補正乳

量等をとりまとめた。

１ 県下酪農家において 630 頭のエリートが、さらにその娘牛等 704 頭を含めると 1,334

頭（(社)ホルスタイン登録協会登録数 H24.2.29 現在）が生産されている。

２ エリートの泌乳成績が得られている 1998 年の補正乳量は県下平均は 9,447kg であるの

に対し、エリートの平均は 9,849kg と 402kg の乳量差を認めており、改良に大きく貢献

している。また、2010 年の県下平均は 10,687kg、エリートの平均は 11,081kg と乳量差

は 394kg であり、1998 年とほぼ同量の乳量差を維持していた。

３ 遺伝能力を示す EBV（推定育種価）は、エリートは常に高い値で推移しており、酪農

家での同居牛群との EBV の比較においても高い成績となっており、遺伝能力についても

優良な形質を兼ね備えていることがわかった。また、総合指数や産乳成分についても同

様であり、それぞれの県下 TOP100 に占める割合も２割～３割程度で推移していたが、

2010-1 評価からの構成要素の変更等に伴い、現在では１割を切っている。

４ 今後はエリートに適した飼養管理技術の指導にも重点を置いていく必要がある。

システム化事業、エリート、牛群検定キーワード：

緒 言

畜産研究所では 1993 年より超高能力牛群造成

高度利用システム化事業（以下、事業）を開始し、

2012 年で 20 年が経過した。本事業は海外の優良

な乳用牛（以下、超高能力牛）を畜産研究所に導

入、採卵を実施し、県下の乳用牛群検定事業参加

酪農家へ配布（有償譲渡）することにより、優良

後継牛の作出および確保、乳用牛群の能力向上を

図ることを目的として県単独事業として行ってい

るものである。

超高能力牛は 1993 年の５頭の導入からはじま

り、1997 年までに 19 頭を導入した。1998 年以降

は海外の優良牛の受精卵を購入、2006 年以降は

北海道からの導入で優良牛確保に取り組んでいる。

この間、畜産研究所では超高能力牛の採卵を実

施し、県下酪農家での優良後継牛の作出およびそ

の確保に取り組んでいる。これにより、酪農家に

おいて 1,300 頭以上の後継牛が生産され、500 頭

あまりの泌乳成績が得られるまでに至っている。

そこで、今後の改良等に活かすために、これらの

成績を取りまとめた。

超高能力牛の概要

導入にあたり、表１に示したような３つの条件を

定め、アメリカからの超高能力牛の導入を開始し

た。導入年度、略称および産地は図１に示したと

おりである。
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1998 年以降は海外の優良牛の受精卵を購入、

所内で移植を行い８頭の雌産子を得ており、超高

能力牛として活躍している。しかし、受精卵の購

入から採卵が実施可能になるまで、最短で 20 ヶ

月（妊娠期間 10ヶ月＋生後 10 ヶ月齢での処女採

卵）が必要なため、改良速度が遅れること、また、

生産される産子のうち半数は雄であり、雌産子の

生産効率が悪いことなどから、2006 年以降は北

海道から育成牛や成牛での導入を行っている。す

でに 12 頭の導入が行われ、一部については酪農

家で産子が生産されるまでに至っている。

また、場内で生産された後継牛についても超高能

力牛と同じ遺伝能力を有していると考えられるこ

とから、牛群検定成績で産乳成分成績が上位 10

％以内の個体については超高能力牛として採卵、

受精卵の譲渡を行っている

事業の歩み

受精卵の譲渡は導入翌年の 1994 年より開始し、

1996 年からは性判別技術を導入し雌卵の譲渡を

行っている。また 2001 年からは農家で採卵（現

地採卵）された受精卵の性判別事業も開始してい

る。さらに、2002 年からは経膣採卵由来の体外

受精雌卵の譲渡を行っている。（表２）

受精卵の価格は、当初は導入牛の価格から導入牛

別に設定しており、１卵が 30,000 ～ 60,000 円

（税別、以下同様）であったが、所内産後継牛か

らの受精卵譲渡が始まったことにより、価格の見

直しを行い 2007 年度より一律 20,000 円としてい

る。さらに性判別を実施した雌卵については

18,000 円の性判別料金が必要となるが、譲渡希

望は雌卵のみとなっている。

採卵成績および生産頭数

採卵はのべ頭数で 1,229 頭実施し、回収卵数

11,719 個（１回あたり 9.5 個/頭）、正常卵数：

5,835 個（１回あたり 4.7 個/頭）、正常卵率：

49.8 ％の成績を得ている。

これらの移植により、157 頭の雌子牛が所内で

生産され大半が超高能力牛として活躍している。

また、県下酪農家においては 630 頭の雌子牛が生

産され、さらにその娘牛等 704 頭を含め、1,334

頭（(社)ホルスタイン登録協会登録数 H24.2.29

現在）が生産されており、うち 509 頭について泌

乳成績が得られている。今回の報告では、(社)家

畜改良事業団から提供された 2010 年までの検定

終了牛成績等を基に、これら各酪農家で生産され

た後継牛を超高能力牛産子（以下、エリート）と

し、さらに環境要因を最小にするため、同居牛を

対象として泌乳成績等をとりまとめた。

なお、産次等のばらつきが大きいことから泌乳成

績については 305 日補正乳量を指標に用いた。

飼養頭数別の酪農家概要

エリートの飼養頭数別（ここでの飼養頭数とは泌

乳成績の得られているもののみとし、未経産牛や

泌乳成績のない搾乳牛は除外）にみると１頭飼養

のみの酪農家が 19 戸、２頭飼養している酪農家

が 23 戸と全体の約４割を占めていた（図２）。

この 42 戸のうち、事業開始早々に移植、産子

生産に取り組んだものの、継続しなかった酪農家

が半数近く認められた。継続しなかった酪農家の

意見は、「泌乳能力が高すぎて自家牛群と合わな

かったった」「受精卵料金、移植料金に見合わな

かった」「期待していた乳量が得られなかった」

というものであった。しかし、泌乳成績を見る限

りでは、エリートの泌乳成績が著しく低いものは

わずかであり、逆に同居牛に対して突出して高い



岡山県農林水産総合センター畜産研究所研究報告 第２号

ものが散見された。

また、残り半数の酪農家は近年この事業への取組

を開始したばかりであり、今後、徐々に頭数は増

えるものと思われる。また一部、牛群検定を中止、

休止した、あるいは廃業したため成績がない酪農

家もみられた。

一方で、10 頭以上飼養している酪農家が 19 戸

あり、この 19 戸の酪農家で飼養している頭数が

389 頭と全体の 59 ％に相当していた。この 19 戸

の酪農家の意見は「受精卵の料金等に見合う能力

を発揮しているので継続したい」「確実に雌子牛

が生産されるので経営上メリットがある」という

ものが多数を占めていた（図３）。

エリート飼養農家のエリート飼養頭数規模別の乳

量を図４に示した。飼養頭数に比例してエリート

の乳量は増える傾向が見られたものの、同居牛と

の乳量差には特に傾向は認められなかった。

また、エリートを 10 頭以上飼養している酪農

家をエリートの乳量順に 10 戸選定し、同居牛と

の乳量を比較したが、乳量および乳量差は各酪農

家間で非常にバラツキがみられた。（図５）

泌乳成績

次に導入牛別の泌乳成績および産子数を表３に示

した。全体で、のべ 1,327 頭の成績を得ており、

平均の補正乳量は 10,869kg となっている。ほぼ

すべての系統で補正乳量が 10,000kg を超えてい

る一方で、最低乳量では 4,000kg に満たない個体

が存在していた。この個体は４産しており、この

成績は 2産次のものであったが、それ以外の産次

については 10,000kg を超えており、２産分娩時

に何かしらのトラブルにより泌乳量が伸びなかっ

たことが伺われたが、すでに廃業しており詳細に

ついては不明となっている。

年度別の補正乳量の推移を図６に示した。

エリートの泌乳成績が得られている 1998 年の

補正乳量については県下平均は 9,447kg であるの

に対し、エリートの平均では 9,849kg と 402kg の

乳量差を認めており、改良に大きく貢献している

ことが判明した。また、2010 年の県下平均は

10,687kg であるのに対し、エリートの平均は

11,081kg であり、乳量差は 394kg と 1998 年とほ

ぼ同じ乳量差を維持していた。

しかしながら、同居牛については 2006 年から

県下平均との差はみられなくなっている。同居牛

と県下平均との差が縮まっている理由として、生

産力の低い酪農家の廃業およびエリート未利用農

家の飼養管理技術の向上が考えられる。酪農情勢

を取り巻く状況が厳しくなる中で、酪農経営を存

続していくためには飼養管理技術の見直しによる

生産力の向上を図ることが重要であり、農家の意

識もこの点に向けられたことにより、泌乳成績が

向上したと考える。

また、エリートと同居牛の乳量差が維持されて

いる点については遺伝能力の違いからくるものと

推察される。一般的に育種改良の効果による乳量

の増加は１年に約 80kg といわれており、同居牛

との乳量差 397kg は約５年分に当たることになる。

この乳量差は個体の持っている遺伝的能力差であ

り、飼養管理技術だけでは補えない差とも考えら

れ、事業開始時に我々が期待していたとおりに能

力を充分に発揮していると考えている。
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一方で、早くから本事業へ取り組んできたＡ酪農

家では県下平均と比較して同居牛でも約 2,000kg

高い乳量を維持している（図７）。

Ａ酪農家では元々の牛群レベルが高く、1998

年にはすでに 11,000kg 牛群となっていたが、さ

らにエリートでは同居牛と比較して約 1,000kg 程

度高いレベルで推移しており、2004 年には

13,922kg となっている。2010 年の成績では

12,448kg と同居牛との差が 250kg 程度に縮まっ

てきているものの県下の平均と比較しても高い成

績を修めている。これは飼養管理技術が高いレベ

ルで平準化されたためではないかと考える。Ａ酪

農家では所有牛 12 頭が、エリートの全泌乳成績

における乳量順位トップ 25 に入っており、飼養

管理技術の高さがここからも伺える（表４）。



遺伝能力

乳量等の遺伝能力について調査を行った。遺伝

能力を示す EBV（推定育種価）は５年ごとに基準

年生まれの雌牛の遺伝能力を０（ゼロ）としたと

きの差を表す数値であり、このため５年おきに大

きな変動が見られる。この数値が高いほど遺伝能

力も高いが、エリートは常に高い値で推移してお

り、酪農家における同居牛群との EBV の比較にお

いても高い成績となっているなど優良な形質を兼

ね備えていることがわかった（図８）。

次に総合指数および産乳成分の推移を図９、

10 に示した。総合指数とは、乳脂率を下げずに、

乳蛋白質率を年 0.01 ％改良する場合に、乳量・

乳成分量と長命連産性の改良量が最大となるよう

に、泌乳形質等の推定育種価に重み付けした指数

のことである。2010-1 評価からは計算式に疾病

繁殖成分が加えられ、生産寿命延長に改良方向を

変更されている。これは泌乳形質部分が産乳成分、

体型形質部分が耐久性成分、体細胞スコアが疾病

繁殖成分として、計算式により求められる。なお、

総合指数および産乳成分は EBV を利用するため、

5年に一度見直しがあり、EBV 同様に 5年おきに

大きな変動が見られる。なお、2003 年８月より

種雄牛のインターブル参加のため、数値に変動が

みられる。

総合指数ではエリートは同居牛と比較して、常

時 400 近く高い値で推移し、産乳成分、乳代効果

等でも同様の傾向がみられた。また、総合指数、

産乳成分の上位 100 頭中に占めるエリートの割合

を図 11 に示した。エリートは総合指数では常に

３割程度が、産乳成分でも２割前後占めていたが、

2010-1 評価からの構成要素の変更等に伴い、現

在では１割を切っている。これは前述したように

生産寿命延長に改良方向が変更されたことによる

ものであり、今後の県の改良方針も見直していく

必要があると考える。

図８ EBV （乳量）の推移

図９ 総合指数の推移 図 10 産乳成分の推移
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図 11 上位 100 頭中に占めるエリートの割合

まとめ

以上のことから、本事業を利用する酪農家は改良

意識が高く、飼養管理技術もある程度のレベルに

あり、同居牛の能力を発揮させていることがうか

がわれた。

一方で、エリートと同居牛の乳量差は各酪農家で

の開きが大きく、エリートの乳量が多い農家はエ

リートに適した管理を実施し、その能力を発揮さ

せていると思われる。今後はこのような農家の飼

養管理技術を分析し、エリートに適した飼養管理

を指導していく必要があると思われる。

最後になるが、エリートの中で最高乳量を記録し

たのは「パワーエリート クリーム ウィンチ

ェスター ET 」号で、２産次の 305 日補正乳量で

18,813kg を記録し、2003-2 時点での総合指数は

全国８位、体型審査でも 90 点という成績を修め

ている。また、2004 年に開催された第 60 回岡山

県畜産共進会では見事グランドチャンピオンに選

ばれている（写真１）。

写真１

「パワーエリート クリーム ウィンチェスター ET 」号

このように本事業により、今後も優良な乳用牛が

生産されるとともに県下の乳用牛改良に貢献して

いくものと思われる。
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